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論文内容の要 ~ 国
洗
殺菌，殺虫効果のあるトリアノレキノレスズ型化合物 (Tri) は， 主としてグリニヤーノレ法で合成
した R4Sn と SnC14 との再分配反応により製造されており，その工程ははんざつである。そこ
で本論文は工業的に比較的得やすくなったジアノレキノレスズ型化合物を原料とし，アノレキノレ基の不
均化反応により Tri を合成する新しい方法について検討し， さらにこの際のアノレキノレ基の不均
化過程の考察を行なったものである。
本論文は 7 章よりなり，第 1 章は序論で本論文に関係、のある有機スズ化合物の概略および本論
文の研究目的を述べている。
第 2 章より第 4 章までは一般式 R2SnO (R=Me, n-Pr, n-Bu) の化合物に各種脂肪酸エステノレ
(第 2 章)， あるいは単に脂肪酸， フェノーノレ(第 3 章)あるいは高級アノレコーノレ(第 4 章)な
どを適当なモノレ比で反応させ， 熱処理すると比較的収率よく対応する Tri を合成できることを
述べている。(たとえば R=Me で92労， R=n-Bu で82%) 。乙れらの反応の中聞には Sn-O-Sn
結合を有するスタノキサン構造を経ているものと推察し，事実 R2SnX2 (X = Cl, OCOC6H5 など
の電気陰性基)型化合物よりも各種スタノキサン化合物の熱分解のほうが収率よく Tri を生成
することが認められている。(たとえば AcO-Me2SnOSnMe2-OAc で97必)。また高級アノレコー
ノレ (R'OH) との反応生成物 R'O(R2SnO)nR' (n= 1, 2，………)において， R=n-Bu では 11=1
型よりも n ミ 2 型のもののほうがブチノレ基の不均化が起りやすいが， n=l 型のものでも熱分解
を十分に行なえばスタノキサン構造を経る乙となく Tri を生成している (83必)。また R=Me
では， 11=1 のものは熱的に不安定と考えられ nと2 のものよりメチノレ基の不均化が起りやすく，
さらに Me2SnC12 と RONa (R=Me, n-Oct など)との反応生成物の熱処理においては，定量的
に Tri を生成する乙となどを述べている。
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また第 5 章では一般式 x-R2SnOSnRz-X なるスタノキサン化合物で異なる置換基 X (F, Cl, 
OAc, NCS, OC6H5 など)を持つ 2 種の化合物の間で ， xが容易に不均化反応を起す事実を見出
し，この方法を用いて各種の非対称型ジスタノキサン化合物を合成し，赤外線収スペクトノレなど
によりその 2 量体構造を検討した。
第 6 章では前章までに得られた各種のスタノキサン化合物を系統的に熱分解し，得られる生成
物からアノレキノレ基の不均化の過程を考察している。
第 7 章は第 2 章以下の成果の総括である。
論文の審査結果の要旨
本論文はジアノレキノレスズ型化合物を原料とし，従来はんざつな工程で合成されていたトリアノレ
キノレスズ型化合物を合成する新しい方法について検討したものである。まず脂肪酸，フェノーjレ
あるいは高級アルコールなどとジア jレキノレスズオキシドと単に熱処理するだけで，高収率でトリ
アノレキノレスズ型化合物を得る興味ある事実を見出し， またこのようなアノレキノレ基の不均化反応は
一般に R2SnX2 型の誘導体よりも -R2SnOSnR2一結合を有するスタノキサン化合物のほうが容易
に起り，一方 Me2Sn(OR)2 型の化合物ではメチノレ基の不均化反応はこの型のままでも定量的で
あることを明らかにしている。またスタノキサン化合物についても新しい不均化反応を見出し，
乙の方法で各種の非対称型ジスタノキサンを合成し，それらの 2 量体構造を検討するとともに，
本論文におけるアノレキノレ基の不均化反応の過程について考察を行なっている。
以上の如く本論文はトリアノレキノレスズ型化合物の簡便な合成法として新しい分野を開拓したの
みならず，アルキノレ基の不均化反応について興味ある知見を多く提供し，有機スズ化合物の分野
に多大の貢献をなしたものと考えられる。よって本論文は博士論文として十分な価値あるものと
認められる。
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